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Report　on　Conservation　Science　Activities
以下の業務を行なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顔料とメジウム（展色材）の分析を行なったc、
1．環境管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高1鳴美穂）
2．館内への生物侵入・生息状況の調査（捕虫用粘着トラップによる
　　調査）
3．貸出作品の管理
4．所蔵作品の科学的調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　department　carried　out　the　following　work　during　this　fiscal　year：
3．貸出作品の管理について
作品貸出が適切な保存環境のもとで行なわれるよう、貸出先の施設　　　1・Envi「onmental　Cont「ol　Management
環境をフ・シリテ・・レポートにより事前に検討し・必要に応じて作品　；：ll繍糊膿譜singPestt「aps）
保存のための適切な処置を貸出条件として求めている。また、貸出　　　4．Scientific・Examinations・of・Collection・Works
作品のクレートと作品裏面に装着したデータロガーにより、作品搬出
から返却までの期間の温度と湿度を1則定し・記録されたデータの分　撫跳膿鼎繋瓢ec，、。n　p，。。、d。、　m。，、g。mel），、al）d
析結果をもとに報告』書を作成している。　　　　　　　　　　　　　　consultancy　regarding　loan　facilities　as　one　of　its　regular　duties．　This
　　巡1”1展の際に複数の貸出作rVnにデータロガーを装着したところ、　　　P「ocess　involves　evaluatin9　facilities「ePo「ts　and　analyzin9　C／imate　data
澱と澱は展示納吝llと展示室入・付近ではまったく異なること　ln2，瀦翻ll，ll孟：ll｝、1翻1膿1器「講、∵ll。煕灘
が判明した。室内では温度と湿度が安定していても、入口付近では　　　　works　on　Ioan，　prior　to　any　outgoing　loan，　facilities　reports　are
大きく変動していた。とくに湿度の変化は大きく、許容範囲を超えて　　　submitted　to　the　Conse「vation　Science　Section　f「（）m　all　bo「「owin9
いた・このことは・轍・提出された温度湿度記録からは予想でき　錦1臨畿。1訟1∬1、灘糠£盤艦lll膿ll
なかった。したがって、今後は貸出作品の展示場所にできるだけ近　　　transport　crate　and　on　the　back　surface　of　the　art　work　itself　monitc）r　the
い場所での温度湿度記録を要求する必要がある。また、貸出先の　　　temPe「atu「e　and「elative　humidity（RH）fluctuation　f「om　the　time　c）f　the
美術脈は展・・納の1趾度や湿度の偏りに気がついて・・ないと思　艦認鑑。f器霞鼎瀧器。llP°「tsa「e　p「°duced
われるので、測定結果を知らせるようにしていきたい。　　　　　　　　　　In　the　case　of　a　traveling　show　of　works　from　the　Museum’s
　　そのほか、貸出．条件である24時間空調が守られていないケース　　　　Pe「manent　collection，　data　lo99e「s　we「e　attached　to　two　of　the　loaned
もあつた・）また、これまでのデータ・ガーにょる測定から・輸送車や　温ll諮。階ls識欝、le韻麟犠撮1器1翻l
k術倉庫では、温度は・・定でも湿度は安定していないケースが多　　　the　area　near　the　gallery　entrance．　While　the　temperature　and　RH　were
いことが判明してきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stable　in　the　inte「io「of　the　galle！y・the「e　was　9「eat　f［uctuation　in　the
フ・シリテ・・レポート（Th・・S・an・t・・d飴吻R・ρ・rt，　U・i・・dS・・…　饗鼎瓢膿1「lll誰灘ll膿酬淫農瓢湘
Registrars　Committee　of　the　American　Association　of　Museums，　　　anticipated　from　the　temperature　and　RH　records　of　the　borrowing
l998年作成）は英語版しかなく、また質問事項が日本の事情に合っ　　　institution　P「esented　to　the　NMWA　P「io「to　the　loan・These　findings
ていないの琳語版原案を作成した・　　　　艦1黙1、1。器望，器、麟認1器二羅翻「ll
　　今年度から、西洋美術館独自の質問として、作品の展示方法につ　　　displayed．　Given　that　the　borrowing　museum　staff　was　unawtire　of　the
いての質問（壁およびパーティションの厚さや構造などについての質　　　detailed　climate　fluctuation　in　thei「9alle「ies・　the　Conse「vati°n　Section
ll｝」）をJJIIえた。これにより、貸出作品がさらに安全に展示されることを　Wi脇器「「謹盤el聯譜臨臨鷺11膿1湘臨，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
目指している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　was　not　controlled　on　a　24－hour　basis．　Further，　from　the　records　taken
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　data　loggers　so　far，　it　appeared　that　in　many　cases，　the　transport　truck
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　art　storage　facilities　maintain　temperature　but　did　Ilot　maintain
4．所蔵作品の調査について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　constant　RH．
作lllIIの修復にあたって、科学調査を行なった。　　　　　　　　　　　　Although　The　Standard　Eacility　Reρort　established　by　United　States
　　ビストルフィ作《死の花嫁たち》：全体は銅、スズ、亜鉛のブロンズ　　　　Regist「a「s　Committee　（）f　the　Ame「ican　Associati°n°f　Museun）s　in　1998
だが、パ・チ部分（過去に修復した箇所）はスズと鉛を成分としてい　皇ホ温b温器翻器rl瓢、朧fl灘llll】1識ll、il
ることが判明した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　department　produced　a　draft　Japanese　version　of　Tli（！・St‘，tidai’d　1；～a（・ility
　　アレッサンドロ・ベドリ・マッツォーラ作《ウェヌスとアモル》：X線撮　　　Reρo「t・
影によっ一（’Nバスケ・トの右側の取手のヲ形が変更されていることが判　，。：1欝、1「器論c溜ll，麟論1罵轟臨lllll惣！
り」した。また、絵具が剥落している箇所から微量の試料を採取して　　　questions　regarding　the　c（）nstruction　of　walls　or　partitions。11　which　the
10
lomi{id works itr(, to l}(' httng. Th{, acl(lition of tlies(i qu(listioTis aims I{)
etisurc' ll]e s"f(L dispki.s,,' oHoai]ed art works.
4. Scientific Examinations of Collection Works
Sci(,ntific (ixaminaliotis w(ir(i carriv{i oitt on art works that tmdc'iwent
c'o]lselN'Iltiol) il) our(l('[)ilrllll(illt.
  L(' .`S))os(' d('//a Mort(), l)y I. Bistolfi: Analysis show(hd tlial tl)(i {'ntir(`
work is 1)ronzc' made "p of uopper. tin and zinc, whi]e the patuhes
whi('h w(,r(k lr{,ated in past cotiservali{}n work c'onsist of tin iitid lead.
   V(vt(v'e () Amor by A, i3ci(ioli Mazzolai X-radiograpliy analysis reveakid
the altered shap(i of tlie right handle of th(., basket foutici in tlie painting,
I:urtlic'r, s(-ic'ntifiu aiial.i.v･rsis of pigments and m(}dium w(,r(i (barried out on
minttte snm])lc,s takc,n frotn the edges of areas where pait)t had flaked
away. (Miho Takashima)
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